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宜野座村漢那方言の助詞
野原 義
漢那は沖縄本島のほぼ中央辺の太平洋岸に
面した集落である。この方言は，沖縄北部方
言に属するが，ｐ音があまり無いとか，ｋ音
がｈ音化しないとかいった南部方言に近いと
ころもある。一方グロタルストップがあまり
顕著でないとか，音声の脱落現象が目立つと
いう独自の特徴もあるようである。
本方言の助詞調査は1985年８月８日から１６
日にかけて行った。話者は生え抜きの仲本ツ
ネさん（1903年２月４日生れ）である。
Ｉ格助詞
１－１，９ａ
（ａ）主格に立つ場合
?ammax9aid5ikuxriixtaD
母さんが行って来いと言っていた
taroX9asuxsujamurujanaJizkataｒｅｕｘ
太郎がするのはいつも悪い仕方だよ
natJibusa9a7nd5ititJoxti7oxextJixtJannaX
泣き虫が出ておって喧嘩して来たか
ma9ittJu9atattJoxta、
大きい人が立っていた
ma9iX9anatoxta9
大きいのがなっていた
jax9ajuxsujajukuJimunui:reuｘ
お前が言うのはうそだろう
wiXjamutJikasanuwax9ajanaja、
それは難しくて私力§は出来ない
wax9amakatJitJaO
私が負かして来た
（ｂ）連体格の場合
kamadux9aJinuja7ansukasaxsaねjax
カマドゥーの着物はとても美しいね
kamadex9asakukanatoxJijawa9
カマデーのくらい出来るのはいない
kamadapasaxd5iカマダーの手拭
makatu9aFwaxマカトウーの子
tarox9auja太郎の親
mittJai9autJikaxtax9ajatantentutmjox
三人のうちから誰かが取っただろう
juxtJu9amixja7aXhadzu
四つの－杯はあるはず
tixsu9a7uttuJixd5a
一歳の弟兄（－歳違いの兄弟）
?ai9anaZkakex？ittJo:０
あれの中に入っている
ｗｉ:ganaxkakeXru7ittJoxjasanni
それの中にぞ入っているだろう
d5ui9anaxkajoxどれの中か
７ai9aJinuXあれの着物
７ai9amuUあれの物
7ai9a7ujajakunume:ka:bjoXkirujenri：
彼の親はこの前から病気ぞであると
くたったそれだけの〉というような意味の場
/△一
口
CakueO9amuXkoxtanri9itJoXD
百円の物買ったと言っている
－５６－
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同種の名詞に挟まれる場合
me:9amemitJi毎が毎日
muru9amuru全部が全部
tJa:gatJaxいつもがいつも
（ｃ）動作の目標
?asubi9aikiO遊びに行く
midzukumi9aikannaX
水汲みに行かんか
hataki9atimmu①ui9areu
畑へいも堀りにだ
１－２，ｎｕ
ｌ，連体修飾
（ａ）所有・所属
kixnuhaX木の葉
､a:binusuku鍋の底
ｃｉｍｕｎａ:ｋａ火の中
jaxnukuJiz家のうしろ
ja:dunusaO戸の桟
tataminubutJix畳のへり
mexnumiXtunda前の夫婦
keZtunainutJu隣の人
keXtunainuusumeX隣のじいさん
（ｂ）状態
kutJinumix口の一杯
wizwi:nutJu上上の人
suXd5inukaXd5i祝のたびごと
suxd5inu9utuni祝のたんびに
（ｃ）名詞十､u＋複数の接尾語で複数を
表す
ruJintJa友の達（友達）
（。）〈～という〉ほどの意
hendzanuJimax平安座の島
（ｅ）詠嘆的
kinu:nunexnu7utusatanumuUaX
昨日の地震の恐ろしかったことよ
kannanumuXnuma:satasujoX
漢那のいものおいしかったことよ
（ｆ）ｎｕの前後の単語の内容が同じ
wax？ujanuPuJix9arutJau
私親のウシ_がぞした
duJinukamiX9ai:taD
友のカミーが言った
（９）～の後は
nuimunutJiXnuatojasoXd5inJi:warujau
縫い物しての後は掃除もしないとい
けない
sakinudinuatoja7oxeXtJox9
酒飲んでの後は喧嘩している
tamuDwatinu7atojanuXsu99aja：
薪割っての後は何するかね
（ｈ）姓や代名詞についてくの家の（者)〉
という意を表す。
JimabukunusannaD島袋の三男
?aijaCi9anujantJurujexkaja
あれは比嘉の家のかな
?amanurujeXkaja向うのぞであるかな
（ｉ）歳に関する語について〈～の時の〉
という意を表す
?ikutsunainubaZnukwaZjeD9a
幾つ なる時の子であるか
nid5uxnukwaxrenrox
二十の子だよ
（ｊ）地名やそれを尋ねる語について出身
を表す。〈～の出身の〉の意
７antJujadantJujeO9ajaX
あの人はどこの人かな
na9ontJurujekkajaX
名護の人ぞであるかな
unnantJu恩納の人
ginud5antJu宜野座の人
－５７－
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（ｃ）のｎも同様であるが，上記のように
､ｕは、に弱まることがある。
（ｋ）、ｕを中心に同語を繰り返し〈～の
ある限り，すべての～〉ほどの意へ
jamuja:kad3uZ
家の家数（すべての家）
（１）〈～のような〉ほどの意
jutJinu9uturua:ssa
雪のようであるよ
（、）〈～だから〉ほどの意
natJinutJuZnu？amijannanijakurasaja9
夏の人の浴みないと暮らせなしm
JitJibinutJumujudantJi:janajannanija
nemi
節日の人の油断してはいけないので
はないか
（、）〈～と同じくらいの〉ほどの意
jamuntakitJo:ｓａ
家の丈しているよ
２．連用修飾
主語や対象を示す
watanujariX腹が痛い
habunuuDハブがいる
tud5inusu:９妻が来る
munununi刃物が煮える
subanutJumukumainroX
側の人が困まる
Ji:joZnud3oxd5ujessaX
しようが上手だなあ
rampatJijamukwamuCisau:tanri2
散髪屋の子が足折ったって
く～のくせに〉ほどの意
ina9ununtJonnaitoti(?)iki9anunajannaCaX
女がさえ出来るのに男が出来やがら
ないか
ｗａ:binumunuJikirukkwasanu
子供がもの聞きたがる
１－３，ｋｅ
（ａ）目標・場所
suike,a:tanuhanaJi：
首里にあった話
?amakemajamuuD向うに猫がいる
gamakesu:ro9洞穴に住んでいる
hatakike7omawi:teO
畑に野菜植えてある
ma:ｋｅ７ｉ:ｗａそこに坐れ
｡axkenneXnukuturujenrox
どこにもないことぞであるよ
?amakeDkumakend3iko:mandiruu：
向こうにもここにも随分沢山ぞある
（ｂ）状態
mitJikenintosa：道に寝ているよ
mitJikeninto:ta9道に寝ていた
（ｃ）対象
①unikenuiO船に乗る
ｍｉ:kemimbeXnd5itoX9
目lこものもらい出ている
①unike〈船に〉は，ｋｅ，gatiどちらを用いて
もよい。（ａ）のsuike〈首里に〉の場合は
9atiはよくないとのことである。
１－４，９atｉ
（ａ）目標・場所
naXha9ati?ikisaZ那覇へ行くよ
jamatu:gatiikiOヤマトヘ行く
na2ku9atiikitaO宮古へ行きよった
JitJi9watsuso:9watJijaja:gatimudutiku:jo：
盆正月は家に戻って来いよ
』i9utu9atiid5a9仕事に行った
ha:ma9ati7asubi9a？ikimiX
浜へ 遊びに行くか
－５８－
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?ama9atina9ijuO向うに投げる
｡a:9atije99aどこへか
い）到達点
ginodzaso99inodza9atiikiD
宜野座村宜野座へ行く
（ｃ）対象
①Uni9atinui9船に乗る
kiX9atinubuinusakujanaisa：
木に登るくらいは出来るよ
（。）比較の基準
wanaja:ja9akkox9atiJikasaO
私達家は学校に近い
（ｅ）方法
ｍｉ:tJu9atiwakki9三つつに分ける
１－６，ｔｉ
場所
wanajaxtikuZjo：私達家に来いよ
?iXraZtijeD9a君らどこへか
tiはgatiの９ａの脱落したものと思われる。
１－７，ｍ
（ａ）対象
jaXnina:susa：お前に習わすよ
tJuZnijaztJa9人にやった
hexkusuxsunijaxsusax
早く来るのにやるよ
?anusakunumu:nimmazkinnaZ
あの位の者にも負けるか
（ｂ）動作主を示す
pu:meXni？abijamjoX
じいさんに怒られるよ
suXnisu9ujatta9父に殴られた
?innuk7waxniku:jatta9犬にかまれた
（ｃ）比較の基準
kunukwa:jaujaninitJo:D
この子は親に似ている
k7wazniDwakainentJinaXJiwa
子供にも分かるように教えろ
（。）時・場合
rokud5ini7ukitassaX六時に起きたよ
jaminusaO9watsunijame:bitJisuO
来年の三月には 結婚する
１－８，ｋa，kaX
（ａ）空間・時間の出発点
７amakasu:sujatoZjeD9ajax
向うから来るのは誰かな
７asakabammarihatarakisa2
朝から晩まで働くよ
?asakaxsawad5o:Ｓａｘ朝から騒いでいるよ
?aXtokasu:kusatJinato:ｋｉｗａ
後から来るから先なっておけ
tusuznatine9kanuXnaiO9a
年寄なってから何出来るか
heXkuka早くから
toXkuka遠くから
ku:sanubaxka小さい時から
（ｂ）物事の順序の初め
Ji:JinnikakweO肉の方から食べる
satJoxsukatutik7waX
咲いているのから取って来い
（ｃ）手段・方法。〈を利用して〉の意
jamatu9atijanuZkaje99a
ヤマトへは何から力、
①unikarujenroX船からぞであるよ
（。）動作が行われていることの確認
haxme:maxtJikaattJo:ta9
ばあさん町から歩いていた
puxmeXhaXmakaattJo:ta9
じいさん浜から歩いていた
（ｅ）～の部分から
Ji:Jija7anranu7antukukaxkoXijoX
－５９－
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肉は柚のある所から買えよ
（ｆ）～を経由して，～を通って
dazka9a7id5isumijawak?ajaU
どこからが行ってよいのか分からない
本助詞のｋａは，他方言例えば那覇方言
karaのｒａが脱落した形である。
１－８，naxrix
（ａ）～を経由して，～を通って
tJinna:ri:？iJitJaX7id3itJaO
金武経由で石川行って来た
（ｂ）～の中を
tiXranaxrix7akkinijakaXd5ujaminroX
太陽から歩くと頭痛いぞ
１－９，ｔｏｔｉ
動作が行われる時間・場所
nintonubaxtoti7id5iwantaD
寝ている内に行っていなかった
mitJitotiitJetaO道で会った
１－１０，ttJLttli:，ｔＪｉ
（ａ）手段・材料・行為者などを表す
dakittJimeXJitJukuri:ｗａ竹で箸作れ
、ud5ikuttJix7andaZ9ixtSukuriwａ
小麦粉でてんぶら作れ
kwittJiwakaitaU声で分かりよった
①udittJid5ixkatJuD筆で字書<
sakijakumittJirusukojux
酒は米でぞ作る
saxtajau:d5ittJirusukojux
砂糖はきびでぞ作る
jambarusentJitamunumuttJitJanro：
山原船で薪持って来たぞ
（ｂ）動作の行われる場合の状態
niJexta:muruttJix7atJimatiuduina:tossaX
青年達皆で集まって踊習っているよ
muruttJi7oXjextJiXtJaO
皆で喧嘩して来た
（ｃ）期限・限度・範囲などを表す
うunujaxjatJusutJittJisukutanro：
その家は一カ月で作ったぞ
、isutJittJijanainjoX三月では出来るよ
’－１１，．５ｉ
動作が行われる場所を示す
?amad5iru7atJimaiD向うでぞ集まる
murajaxd5iru7atJimainrinrox
村屋（役場）でぞ集まるそうだよ
daxd5i9a？asudozjａ
どこで遊んでいるのだろうか
１－１２，joXkaO，jokaD，ｊｏｋａ
（ａ）比較の基準
Jid5ajokaフuttu9arujuxdixkizssa
兄より弟がぞよくできるよ
JiXJijo:kaDjuxjatakasassax
肉より魚は高いよ
kwixjoxkaO？aijaのurumunujassaｘ
これよりあれは古る物だよ
のujujoxkannatsujamaJijeU
冬より夏はましだ
（ｂ）否定の語句と呼応し，それ以外にな
いことをいう
jaZjoka①ukakejatoZ9wa9
君より外には誰もいない
７aijokama9isasUjatox9wa9
の
あれより大きいのは誰もいない
wanujoka9nkakejanaiJijawaO
私より外には出来るのはいない
１－１３，ｔｕ
（ａ）相手・共同者
taruxtumexbitJitJaO太郎と結婚した
kamadextu？oXe:tJaD
カマデーと喧嘩した
－６０－
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duJitu？id5a9友と行った
jaxtujanaja、お前と|i出来ない
（ｂ）比較の対象
mukaJitujatintud5ixtunusaxnu？asaja
昔とは天と地との差があるね
？u①utJunatotiwaxbitu7oxe:tJiZ
大人になっていて子供と喧嘩して
（ｃ）並列
,itatu9a:tatu7asasaxかまきりと蝉
naxbituha9ama鍋と釜
①unitukaxtunatoZsax骨と皮となっている
JiJitujuxtunuXmaJijeU9a
肉と魚と何ましであるか
miXhazkik7wexsutujuxba9k?weXsutunuX
朝食食うのと夕食食うのと何
maJije9ga
ましであるか
（。）反復形について強調を表す
kata9ataZtu濃濃と
（ｅ）tumaKd5unaでく－するとすぐ〉の
意
tJiUkexisutuma:d5unaju9utJisuZsaja：
着物替えるとすぐ汚して来るか
ここに助詞を用いない例をまとめておく。助
詞を略したり，必要としない該当個所には下
線を引いて示す。
（ａ）主格の､ｕ〈が〉を略す場合
kaxd5ujadinintiruutaru
頭痛くて寝てぞいた
①uduma9isaU丈高い
wataxjarix腹痛い
tixda:sanu手だるくて
ｈａｂｕｕＯハブいる
（ｂ）所有・所属の､ｕ〈の＞を必要とし
ない場合
taZkwazje99a：誰子であるか
waxmurenro：私物だぞ
waXmurujeu私物ぞである
waXhoD私本
ｗａｘｊａｘ私家
jax9usanuお前杖
（ｃ）目的格のくを〉に当たる形がなし
合。沖縄方言には，この助詞は存しない。
jamadaUkwimi9uti7asuritJa9
山どこもかも廻って遊んで来た
saxsumitikux顔洗って来よう
tJaXnumiwa茶飲め
tJaxnumannaX茶飲まないか
tabaku：①ukiwaX煙草吹け（吸え）
waXtotinnazdaututJaO
笑っていても涙落とした
me:JisukoiO箸作る
waxsazmambiJikita、
私（の）顔見つめていた
waXsaXmiXmiXsutaO
私（の）顔見見していた
（。）〈に〉に当たる形がない場合
kuzsanuba2su9ujatti
小さい時殴られて
satJinatoiwa先なっておけ
Ⅱ係助詞
Ⅱ－１，９ａ〈疑問〉
（ａ）疑問語に結びつくか，呼応する
（ａ）－１，直接つく
nu9ajoxunnakutusu：
何かよそんな事する
（ａ）－２，疑問語の次に，動詞．助言
どを介したり，文中で呼応する
｡a:je０９ａどこであるか
nuxjaD9a何であるか
る形がない場
・助詞な
－６１－
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nuXtJo99a：何しているか
７ikutsunai99a幾つなるか
?itsuje99aいつであるか
itJajamaどうであるか
to:ja99a誰であるか
to:je99a誰であるか
?itJasaja99aZいくらであるか
d3uije99aどれであるか
ta:kwa:je99a：誰の子か
ta:jantJuXje99a誰の子か
daZka2ikiO9aどこから行くか
daXgatije99aどこへ力、
daXtije99aどこへか
tJassabukesu99aいくらぐらいするか
nuZritJiwaxbintJanakasuO9a
どうして子供ら泣かすか
ja:nuxka99eXtoO9a：
お前何考えているか
（ｂ）係結
kamadax9ajextaja
カマダーだっただろうか
tabi9ati9aid5ajauwaO
旅へ行ったのかいない
d3iX9akatJoXjaZ字を書いているのか
ta9a9asa:sajaz誰が美しいだろうか
daXd5i9a?asudoXjａどこで遊んでいるのか
｡a:ke9akakutJexjamimimma:jaＯ
どこに隠してあるのか目にも見えない
係助詞９ａと呼応するのは活用語の末尾が
ja(z)の形をとる。これは他の方言，例えば那
覇方言の係助詞９ａの結びの形jatara，
?､d5ara，katJoXra，tJurasara，７aJiro:ra，
kwakkwatJexraの末尾のｒａがja(x)に変化し
たものである。従って，漢那方言の係助詞
ｇａの結びは活用語の－ja(:)形ということに
なる。
Ⅱ－２，ｍ〈強調〉
（ａ）係結。活用語の末尾にｕを伴った
形と呼応する。このｕは他方言のｒｕの変化
した形である。
d5i:rukakiu字ぞ書いている
jaz9arutJeuお前がぞしてある
Ci:saru?aibjuX寒さぞあります
na909atirujeu名護へぞである
nimbisurumaJijeu寝るのぞましだ
piZd5ajakusasanuwa:rumaJijeu
山羊は臭いから豚ぞましだ
』aXkeruu:temu家にぞ居ている
namaruid5au今ぞいってある
､into:ti97atija？airusux
寝ていてもあてはありぞする
wiZto:tiOja:nusakujawakairusux
酔っていても家のくらいは分かりぞする
sakiｒｕｎｕｍｉｕ酒ぞ飲んでいる
?asurintJaruuZ,、u:ｎＪｉ９ｕｔｕｓａ９
遊んでばかりぞいる何も仕事しない
次は結びの形の末尾がo:である。これも係
結の一種と思われる。音韻変化のつごう上，
上記のようなｒｕ→ｕがとれないのかもしれ
ない。
kusa9arumi:to：草がぞ生えている
kusanurumixtoX草のぞ生えている
d5ixrukatJoX字ぞ書いている
tJaxmuxrukwatox
いつもいもぞ食っている
janamununtJarunukutoX
悪い物ばかりぞ残っている
（ｂ）陳述との呼応
d5ixrukatJoxkajax字ぞ書いているかな
kamadaXrujeXtakajax
－６２－
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カマダーぞであったかな
kaD9e:tiruukkaja：考えてぞいるかな
d5i:rukatJonnaX字ぞ書いているのか
tJa:runuronna：茶ぞ飲んでいるのか
７ai9arud3a:heXsunroX
あれがぞ狼籍するよ
tsukaiJirujanro:,JitiXJija7ajanroX
使うのぞであるよ捨てるのはあらぬよ
?ai9arusaxsaOあれがぞ美しい
jaXkeruuXD家にぞいる
Ⅱ－３，ｊａ
（ａ）－１，主題を表す
u:d5ija7amasaO砂糖きびは甘い
Ji9utujahe:ｋｕ？uwataO
仕事は早く終った
①udujama9isanunu:ｎｎａｊａ９
丈は大きくて何も出来ない
CittJixjahatarakijoXsaD
-日中は働ききれない
ja:jasakko:kanasassa：
お前はとても愛しいよ
他の場合と区別し，特にそれを取り上げて提
示する。限定のような働き。
tJaZtizsujanumatJita:sannaX
茶一つは飲ましてくれんか
（ａ）－２，対比的な文の中で両方の主題
を表す
Ciruja,atsusamujurujasudasamu
昼は暑いし夜は涼しい
naxbe:ra:ｊａｍａ:samu9oZja:jand5asaO
糸瓜はおいしいが苦瓜は苦い
ja:saja7a:ｗａ:ｋａ:d5ujajamiwatJannajaO
空腹はであるし頭は痛いしどうにもな
らない
（ｂ）卑下する語について卑しめの意を表
す
janawa:bijada:d3i9a7asudo:jatJikaOku:－
悪い子供は，どこで遊んでいるのか来や
ｎｓａ：
カゼらぬよ
（ｃ）ｊｏ:kanja～ｍａＪｉという構文で用い
られ後者がよいことを示す
ko:isujo:kaTDjasukuisurumaJijeu
買うのよりは作るのぞましだ
？innuXjoxkanjamajarumaJijeu
犬よりは猫ぞましだ
』amaJiという構文でも，この方がよいこと
をいう
kweXsujamaJi食うのはよい
（。）〈～の中の〉ほどの意
na90jada:jeO9a名護はどこか
（ｅ）文末に否定や疑問の意を伴って〈～
では〉の意味を表す
７aikamada:ｊａ？ajanna
やあカマダーはあらぬか
7unu①uzd5itJismjanajanna：
そのようにして損はあらぬか
tJantJaja？ajansamunuOkwa:tiikiwa
茶だけはあらぬよ，物も食って行け
（ｆ）疑問語につく場合
d3uijajamuOjeO9a
どれは君物力、
｡a:ｊａｓｕ:kijeO9a
どこは惣慶であるか
（９）格助詞９a，皿につく場合
？』a:gajanaja、お前がはできない
?aigajanaisaあれ力§はできるよ
？inunujakwatimmajaxnujakwaO
犬のは咬んでも猫のは咬まん
係助詞ｊａの融合現象は，漢那方言において
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（ｃ）事情の類似したものを繰り返して強
調する
kwaXtiOkwaxtinnaXritJexnexD
食べても食べてもよいといってはない
nuxkeOkwiXkennakisanatJibusux
何にもかににも泣くよ，泣き虫
d5oxDのukannd5ijansa
門も外も出ないよ
（。）極端な場合を提示する。〈～さえも〉
ほどの意
jamna9ainu9utunu7uxanlijatasax
家も流らすような大雨だったよ
?atJisaja？axwakad5intuiti
暑さはあれば風も凪れて
（ｅ）疑問語に関係して全面背定．全面否
定を表す
7ikusanukutujatax9a9wakairusuX
戦のことは誰がも分かりぞする
kajasusujatJassajextantiO7a:muX,jaXsusuja
貸らすのはいくらでもあるよやるの
neD
はない
dazjakwiXjatumetamudaXkeOwanta1］
あちこち探したのにどこにも居なかった
jaXkexjatoxOwannataO
家には誰もいなかった
（ｆ）格助詞の９a，、ｕについて全面否定
などに係わる
jaz9aDwakainnaxCaｚ
お前力§も分かりやがるか
tax9a9najaO誰がも出来ない
innu9aOwaXi9ajaX犬がも笑うかな
kamadez9asakujatax9aDhatarakijoXsaU
カマデーの程は誰がも働ききれない
kusanuOkwaXinna草のも食えるか
以下のように起こらない。
kabijanenna叶紙はないか
JitJibijanennax帯はないか
namajakunnax今は来ないか
JixtJajama9isanu舌は大きくて
?uppajaJioXsannaxおんぶは出来ないか
JiX9ujanennax小刀はないか
①ujuja9ixsanu冬は寒くって
gad5amujajumu9aJimasaO蚊はかしまし
い
Jinujatakasanu着物は高くて
kwi:jama9isaxnu声は大きくて
tana9a:jamandonnaXえびは多いか
JiXmuXjamaXsaO肝はおいしい
Ⅱ－４，，
（ａ）事情の類似したことがらを暗示する
suxjasuznJi9utu9atiid5aO
父は今日も仕事へ行った
tuJituxtika:d5u9ha9iti
歳取って頭も禿げて
tuJixjutikuJimma9ati
歳取って腰も曲がって
（ｂ）事物の類似した事物・事柄の提示
g0xjannabe:ramnatomrox
苦瓜も糸瓜もなっているよ
id5iO？ikantinsumirusux
行っても行かなくてもよい
kaxd5uDjamiwawataOjamiwatJaXnnajaU
頭も痛いし腹も痛いしどうも出来ない
tJi9kwamJibuindeXkuni97assa：
南瓜も冬瓜も大根もあるよ
?attJiO7attJinsukaO
歩いても歩いても着かない
innummajaOkaztoU
犬も猫も飼っている
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haxnuDjaminnaz歯のも痛いか
Ⅱ－５，ntJon
ある事象を普通でないこととして例示し，普
通であることを暗示する
ina9ununtJonnaito:tiiki9anunajanritJiO
しにくくてもしないといけない
moxkitantentaramasUkatinennaiD
儲けたとしても只今使ってなくなる
tJanteDwaD来たとしてもいない
jarantennid5iwa痛〈ても我慢せよ
Ⅲ副助詞
m-L9ureX〈動作の程度を示す〉
anenumuxnijataXJi9ure:ｊａａｊａＤ
あんな奴には取らす程ではない
taZsunu9urexjanaisa
女さえ出来るのに男が出来ないといつ
?aXmix
てあるか
ja:gantJonnaitotiwax9axnajanritJin7anna
君がさえ出来るのに私が出来ないといってあ
るか
wax9antJoDwakaimunu
私がさえ分かるのに
kakisuntJonnennax
取らすのぐらいは出来るよ
、－２，na9ara〈にもかかわらず〉
７itJimuJina9arasoxmanroO
動物ながらしっかりしている
Ⅲ－３，ntJa，ntJaz
（ａ）事象が頻繁であること。〈しょっちゅ
う。いつも〉のような意味
nixbutantJand5itossa2根太ばかり出てい
るよ
9ittJitJantJanurossa2
頻繁に茶ばかり飲んでいるよ
?asurintJauinija①urimunnainrox
遊んでばかり居ると馬鹿なるぞ
ruxnunumusuntJaittiwaXmuja7iXjansaz
自分の飲むのばかり入れて私の物は入れな
いよ
natsunatak7uX9oXjaXnaberantJaruk?weXuX
夏なったから苦瓜糸瓜ばかりぞ食べ
ている
puxmexjasakintJarutJax9iu
じいさんは酒ばかりぞ召し上がっている
（ｂ）当該のことに限定する。〈～だけ〉
のような意味
janamununtJarunukutox
書くのさえないのか
tukantJoOutoXkijasaxnu
十日さえ居っとけばよいものを
７ittJintJonne2nna－斤さえないのか
Ｕ－６，nron，ron，ｒｕｎ〈強調〉
ｋｗｍｒｏＤ７ｗｉ:kaJinijajurusanrox
これこそ動かすとゆるさんぞ
sakinronnuminijajamatJirinroX
酒こそ飲むと困るぞ
?ai9anronJi2nijareZd5iE
あれがこそすると大変
tuisurommiXnijakataijox
取るのこそ見たら合図せよ
？ikirunJixnijawakaisaZ
行きこそすれば分かるよ
Ⅱ－７，ｔe、〈～としても〉
,oXjeXtJanteD？ansukamadijanikkwix
喧嘩したとしてもそんなにまでは恨みを持
mutaO9uXtuXjaX
たないようにね
Ji:ammasatantensannanijanajaD 悪い物だけぞ残っている
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？ikusaju:januXmadiOkwa:taOkumantJajaajanu7imatantJo:tanna：
ここだけはあらぬ君ら所も来ていたか
9ozjantJaX7ajansa苦瓜だけではないよ
Ⅲ－４，bukeZ，ｂａｋａ
（ａ）数量を表す語について,大体の分量・
程度を表す
sambjattJibukeZkakainuwaXje:tanrinro：
三百斤くらいかかる豚だったというよ
tuJiX9od3u:buke:jeXtahadzurox
歳五十くらいだったはずよ
』uttaibuke:je:tanroX
四人くらしｎだったよ
juttaibuke:ruje:tahadzu
四人くらし､ぞだったＩまず
t'…|雛:su抑幾らくらいするか
７atotJassabuke:nukuto99a：
あとどのくらい残っているか
（ｂ）事柄が直ちに行われることを示す
tumeibuke:７ajanroX
探すばかりもないよ
Ⅲ－５，ｍａｄｉ
（ａ）動作や事柄の到達点を表す
maruCM5ija9od5imadiruhatarakju
普通は五時までぞ働く
７aXtJamadijamattJo(:)ｉｗａ
明日までは待っておれ
?itsumadimmattJo:tiOkunsa：
いつまでも待っていても来ないよ
（ｂ）極端な場合をあげて強調し，他の場
合を言外に暗示する
mitJiakkisumadintiZno:inri2
道歩くのまでも殴るそうだよ
（ｃ）程度の極端な場合
?uttunimadinnakasaisajaX
いぐさ世は何までも食った
（。）－ka(:)～madiという範囲を示す構
文の場合
kumaka:７amamadi7akkiO
ここから向うまで歩く
?asakaxbammadiDhatarakiO
朝から晩までも働く
次のnuxkanu:madiはくことごとく〉のよう
な意味
､u:ｋａｎｕ:madimmuttJind5e:ｓａ
何から何までも持って行ってある
（ｅ）－ｗａ－ｍａｄｉという構文の場合。
kakiwakatJamadire:su9a
書けば書いたまでだが
?ikiwaid5amadire:su9a
行けば行ったまでぞであるが
Ⅲ－６，ｎａＬｎａ
数や分量を表す語について，等量の事物が配
分されることを示す
?ikutsuna：７ataiO9a,、i:tsunaX7ataisax
幾つずつ当たるか，三つずつ当たるよ
tamakaina:ｋｗａ:timmataO〉i1asusax
二回ずつ食っても又も入れさすよ
､i:tsubukenaja7ataikajaX
三つばかりずつは当たるかな
（ｂ）ある動作が等量の動作として反復さ
れることを表す
tJassannaXmutinijautainrox
沢山ずつ持つと疲れるぞ
?iCinaX7iCina：ｍｕｔｉｗａ
少しずつ少しずつ持て
?i9inaxjakaD9e:tita:JiX
少しずつは考えてくれ
Ⅲ－７，０gwesa弟にまでも泣かされるよ
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それが中にぞ入っているだろう
Ⅳ－４，ssa:，ssa，ｓａ:，ｓａ念押し，主張。
〈～しているよ〉
niJe:ta:muruttJi:７atJimatiuduina:tossa：
青年達皆で集まって踊習っているよ
うamaka:tJunusu:ssa：
向うから人が来るよ
jaXnija:sa：お前にやるよ
①uinija7nriXsaX降ると濡れるよ
、a:tsuO9ad5imaruntJassammi:to:ssa：
松もガジマルも沢山生えているよ
（ａ）漠然と表現する
７aigaO9wesad50:isa7Djo：
あれがなどまずしないよ
､u:９ｋwe:suO9wesaneO9ajaX
何も食うのなどないかな
tuO9we:D9wesamuttJida:tijeO9a
鍬など 持ってどこへであるか
（ｂ）強調
sakiO9wesanuminijajamatJirinro：
酒をこそ飲むと困ったことになるぞ
Ⅳ終助詞
Ⅳ－１，kkajax，kajaX，ｋａｊａ〈軽い疑問〉
d3iXrukatJoZkajaZ字ぞ書いているかな
kaO9extiruukkaja：考えてぞいるかな
７amijaのujansa雨は降らないよ
tuJijutika:d5uDha9ito:ｓａ
歳寄って頭も禿げているよ
?i:mwatajasa入る腹だよ
nu:kanumadimmuttJind5e:sａ
何から何までも持って行ってあるよ
jutJinu9uturuaxssa
雪のようにあるよ
naXha9ati7ikisax那覇へ行くよ
minnakatJe:sajaX早くから来たね
Ⅳ－５，ｓｕｘ念押し
？amaMsu:su：向うから来るよ
Ⅳ－６，，a:，、ａ
（ａ）疑問
d5ixrukatJonnaX字ぞ書いているか
kamada:rennaXカマダーであるか
go:ja:、a:tonna：苦瓜なっているか
?ainimmakinnaXあれにも負けるか
（ｂ）反語
?uのutJunatotiwaZbitu7oXeXtJan､a：
大人になっていて子供と喧嘩したか
７aitJuinukutJijamubamusuminnaX
あれ－人残して家の番させるか
jax9a7ikioxsunna,d5ikoto:sanroX
wa:murekkaja：私の物かな
mixtsubukenaja7ataikajaX
三つばかりずつは当たるかな
うamanurujexkaja向うのぞであるかな
Ⅳ－２，９aja:，gaja〈軽い疑問〉
suxd5inuba:januXJitJi7ikiO9ajax
祝儀の時には何着て行くかな
ta9asaXsaU9aja誰が美しいかな
tamuOwatinu7atojanuZsuO9aja：
薪割っての後は何するかな
je:9ajax7ajaO9ajaZ
であるかなでないかな
漢那方言には末尾を上げる疑問法もある。
je:taD<である〉の末尾を上げてje:両のよ
うにすればくであるか〉ということになる。
Ⅳの１のkaja:グループと２の９aja:グルー
プは異形態と見ることが出来よう。
Ⅳ－３，sani，sanni〈強い推量〉
tJassanrimunnatoXtiOPujajawakajezsani
いくら狂れていても親は分かるだろう
wiX9anaXkakezru？ittJoxjasanni
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7uppenaxmummuttJitJexsajaX
巨大な物持って来たね
cizduJijassaxjaX寒年ですね
kax9insaxsawataki①uduD？utJaxtJijux
顔も美しいし丈程もつり合って良く
mmaitosajaz
生まれているね
?aiDkwiD7itJunasanujax
あれもこれも忙しくってね
?antJiCixsaujaXかくも寒いよ
9ixsabjuZjax寒うございますね
kunuk7waxja7ujani7antJinitJoxja：
この子は親にかくも似ているよ
mununaxni:tontoja2物もう煮えているよ
Ⅳ－１２，ｊｏｘ疑問
d5ui9anaxkajoxどれが中か
Ⅳ－１３，joZ念押し
ja:rippani,akkijo：
お前立派に行いなさし】よ
tJuxnuJimijaeXd3uJijox
人の来たら合図せよ
tuisumixnijakataijoZ
取るの見たら語れよ
Ⅳ－１４，rix，ｒｉ引用
７unujaxjatJusutJittJisukutanrix
その家は一か月で作ったって
mitJiakkisumadintixnoXinrix
道歩くのまでも手出すって
?ikinri7itJimitJai？ikanri？itJimitJaisuxtaD
行くと言ってみたり行かんと言ってみたりし
ていた
７ammaX9aid3ikuxriixtaU
母さんが行って来いと言っていた
JittJoxti,aniri7iZsajax
知っていてああと言うよ
君が行ききれるか大変遠いぞ
（ｃ）勧誘
na909ati7ikannaX名護へ行かんか
Ⅳ－７，ｍ椀曲な主張。〈～ないか〉
JitJibinutJuXnujudantJizjanajannanija
節日の人の油断してはいけないのでは
ｎｅｘｎｉ
ないか
hexkutJikaD？ukwijanni？asanintJaJixkwa．
早く起きやがらないか朝寝ばかりしや
ti9aX
がって
Ⅳ－８，ｃａｘ相手をさげすむ。軽蔑
sakintJanuriCax酒ばかり飲みやがって
heXkutJikaD7ukwijanni7asanintJaJix‐
早く起きやがらないか朝寝ばかりしや
kwatiCax
がって
jaz9aOwakainnazCaｚ
お前がも分かりやがるか
相手IこものをすすめるときにもＣａ:を用いる
から，時に親愛の意にも転じるようである。
Ⅳ－９，ｍｉｘ疑問
ina9ununtJonnaitoxtiiki9anunajanritJiD7ax・
女がさえ出来るのに男が出来ないと
mix
いってもあるか
haxma9ati7asubi9a7ikimix
浜へ遊びに行くか
Ⅳ－１０，ｍｕ９不満な気持
?i9inaxjakaUgeztitaxJiwajexmuO
少し|土考えて取らせば
Ⅳ－１１，jax，ｊａ軽い感嘆
JittJoXti7aniri？iXsajax
知っていてああ言うよ
よいのに
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smkumattJoiwa来るから待っておれ
9iXsakuzikannahad3u：
寒いから行かないＩまず
wax9asukuXutJo:ｋｉｗａ
私がするから置いておけ
jaX9asukmwanujasa9
お前がするから私はしない
7u①uttJureXkuzu①ｕｋｕｓｕｍｉｗａ
大人だから多くさせろ
（ｂ）逆接の確定条件
haxexsu:buXtJaxku:tusumimakiti
走り勝負したから年寄に負けて
mmux7ittJi9aujaxrimixtakuittJiwannataO
いも入っていると思ったら入っていな
かった
ku(:)は他方言のｋｕｔｕの末尾のｔｕが脱落した
形である。
Ｖ－４，su9aX，ｓｕ９ａ
（ａ）並列
kｗｅ:tosu9airuJirusanujaX
7iJitJaX9atiriitJimitJaina909atiriitJimitJai
石川へと言ってみたり名護へと言ってみた
suXtaO
りしていた
Ⅳ－１５，ｒｏ:，ｄｏｘ強意
murajaXd5iru7atJimainrox役場で集まる
ぞ
tsukaiJirujanroXJitiXJija？ajanroX
使うのぞであるよ捨てるのではないぞ
waxmurenro：私の物であるぞ
､ihe:e:bitanroEありがとうございましたよ
tumeinusakoz7ajanrox
探す程でもないぞ
､abezramtJiburunna:tonroX
糸瓜もふくぺもなっているよ
gammariJi:nijaatojao:eXnaindo:jaX
悪戯すると後は喧嘩なるぞ
、ununaXni:tondoX
物もう煮えているよ
多くはｒｏ(x)であるがdoxも現れる。あるい
はro(2)が本来のもので，ｄｏ:は他方言の影響
かもしれない。ただし，この方言のｒで示し
たものには，ｒからｒと。の中間のような音
までを含んでいる。
Ｖ接続助詞
Ｖ－１，９ａ並列
Ci:ｓａｕｍｉ:9aatsusakaJimasasa2
寒さがりやで暑さぎらい
Ｖ－２，９itinaZ，９itina
動作が並行して行われることを表す
munukweXgitinahanaJintJatJix
もの食いながら話ばかりして
7akkigitina:tumeXtaD歩きながら拾った
肥えていて色白いね
（ｂ）文末用法
､a:ke7axsu9aｘここにあるが
to:Uwansu9a：誰もいないが
この助詞は他方言では逆接条件としてよく使
われるが，漢那方言では活力がないようであ
る。
Ｖ－５，to2ti，ｔｏｔｉ逆接条件。のに
ina9ununtJonnaitotiiki9anunajannaCaX
女がさえ出来るのに男が出来やがらぬか
ina9ununtJonnaitoXtiikiganunajanritJiO7a:‐
女がさえ出来るのに男が出来ないといって
ｍｉｘ
あるか
jaz9antJonnaitotiwax9anajanritJiD7anna
Ｖ－３，ｋu２，ｋｕ
（ａ）原因・理由
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お前がさえ出来るのに私が出来ないといっ
てあるか
Ｖ－６，ｎｉｊａ仮定条件
hananusakinijajaZsusaZ
花が咲いたらやるよ
atJaXsu:nijaja:susax
明日来たらやるよ
kwe:nijama:saD食うとおいしい
nakinijami:tJaXsaD泣くとうるさい
?uJikinijaJi:nd3iOおし切ると血出る
ruXttJisukoja9inijanu:Ｄｋｗｉｍｍａｎｒｉ
自分で作れば何もかも沢山ある
tJazbunne:ｓｕ:nijautatijonna(:)rumaJijeu
とても急ぐと疲れてゆっくりが良い
Ｖ－７，，e:，、ｅ
（ａ）仮定条件
jaX9aikine:naimuja：
君が行くと出来るがな
taroXsu9uine:tada9attinsanro：
太郎殴ぐると只合点しないぞ
（ｂ）前提の条件
k?waxniOwakainentJina:Ｊｉｗａ
子供にも分かるようにして習わせ
(6)のｎｉｊａと(7)のｎｅ(:)はほぼ同意である。
nijaが、e:のようにもなるということか。し
かし，係助詞ｊａが融合しないことなどから
考えると,他方言の影響のようにも思われる。
Ｖ－８，ｍu:，、ｕ
逆接条件，けれども，のに
Ci:saja？a:、u:ｗｉ:gi9aikaX
寒さはあるが泳ぎに行こう
７ikibusaja？a:tamuikantaO
行きたくはあったが行かなかった
?、busaja？a:tamumuttJitJaU
重<はあったが持って来た
heZkuni:buttJe9isamu:atJiranni:jaO
早く煮えそうだがなかなか煮えない
hamajasatJutamumi:janajanataO
花は咲いたが実はならなかった
sakijasu:mutJiOMinukusa9
咲きはするが折って残さない
kwe:busajaa:tamukwannataD
食いたくはあったが食わなかった
?ikimuje:d3untJonsansaX
行くが合図もしないよ
文末用法
ja:、u:kaO9extoO9aX〈君なに考えているか〉
という問に対してwannuOkaD9e:tiwa:ｍｕ：
〈私なにも考えていないのに〉のように用い
られるmuXは終助詞のようにも見えるが，
接続助詞、u:の文末用法と見てよい。
Ｖ－９，ｍｕｎｕ逆接条件
kad5iのukimunuJi9utujannaX
風吹<のに仕事力、
ansukatakasamunukoXisuu(:)tannaX
かくも高いのに買う人いたか
８の、u(:)と同じ意味である。普通にはｍｕ(:）
を用いるが，たまにｍｕｎｕが出てくる。
munuの形が本来の形なのかはよく分からな
い。
Ｖ－１０，Ｗａ並列
sakimma:sawajuxmma:saO
酒もおいしいし魚もおいしい
Ji9utunJixwabeOkjoXnsuO
仕事もするし勉強もする
?aｍｉｏ①uiwakad5iOのukiwade:d5ijassana：
雨も降るし風も吹くし大事だよ
次の「ぱ」「て」の結合したものは各活用形
の条件形，接続形である。
条件形
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?ikiwawakaisa：行けば分かるよ Jinｕ〈着物〉（tJiD）
JitJi〈着て〉（tJitJi）
Jiki〈聞き〉（tJitJD
Ji:nija〈sumijaとも。来たら〉（tJi:､e:）
Ji:、u：〈肝〉（tJimu）
JitJibi〈帯〉（キキオピに当たる）
JikasaO〈近い〉（tJikasaO）
Ji：〈血〉（tJi:）
２，ｒ音の弱化
２－１，ｍ-つja
su9ujatta9〈殴られた〉（su9urattaO）
su9ujatti〈殴られて〉（su9uratti）
kuXjattaO〈咬まれた〉（ku:rattaO）
najaD〈ならぬ〉（nara9）
sumija〈すむら〉（Jimura，ガの結び形）
id5aja〈行ったら〉（７nd3ara，〃）
２－２，ｒａ→：（ただしa）
ka:d5u〈頭，髪〉（karad5i）
ｗａ:ｂｉ〈童〉（warabi）
kaX〈から，格助詞〉（-kara）
ja:suO〈やる〉（jarasuDに当たる）
jaXtJa9〈やった〉（jaratJaDに当たる）
､a:Jiwa〈習わせ〉（nara:Je:）
taxJi〈とらせ〉（turaJi）
wazi9aja：〈笑うかな〉（warai9aja:）
kaXtoU〈飼っている〉（karato:､）
ura-･ua→ｗａとなったもの
ｗa９〈居ない〉（ura9）
２－３，ｒｕ→：（ただしｕ）
u：〈居る〉（uruoゾの結び形）
suZ〈する〉（suru” ）
id5au〈行った〉（?､d3aru 〃 ）
tJau〈した〉（saruoゾの結び形）
音声環境によりｒｕが脱落した例
７utusatanu〈恐ろしくて〉（?uturusatanu）
?atJisaja7a:wakad5intuiti
暑さはあれば風も凪れて
kwe:busawatJassaje:ｔｉＯｋｗｅ:ｗａ
食いたければいくらでも食え
接続形
sa:ｔａｋｗａ:tｉｎｘｒｉｗａ
砂糖食べて見なさい
kurakunatitJi：暗くなって来て
?o:eXtJimakitinatJa9
喧嘩して負けて泣いた
ke:tind3inimbisa
帰って行って寝るよ
ja:idSikwa：家行って来い
taki①uduD？utJa:tJi丈程もつりあって
以下に漢那方言の特徴的な音韻対応の幾つか
をあげる。語例の右側のカッコ内は比較をす
る那覇方言等である。
１，破擦音の摩擦音化
１－１，ｔＪｉ（←「つ｣）→su
sukati〈使って〉（tJikati）
suka9〈着かん〉（tJika9）
sunnuku〈サトイモの一種〉（tJinnuku）
tiXsu〈一つ〉（tixtJi）
tJusutJi〈一か月〉（tJutJitJD
tasutJi〈二か月〉（tatJitJi）
misutJi〈三か月〉（mitJitJi）
１－２，ｔＪｕ（←「〈」「つ」等）→su
suX9〈来る〉（tJuX9）
suXku〈来るから〉（tJu:kutu）
suXssaX〈来るよ〉（tJmsa）
suXsajaX〈来るね〉（tJuxsajax）
sux〈今日〉（tJuX）
sukoju：〈作る〉（tJukuiru）
１－３，ｔＪｉ（←「き」「ち｣）→Jｉ
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pi2d5a〈山羊〉（①i:d5aX）
puXmeX〈おじいさん〉（類似形なし）
ハ行音をｈで発音することが多いが，稀に
上記のようにｐ音を有する語がある。
８，glottalstop
jux〈魚〉（今帰仁方言で?ju2）
ja：〈お前〉（７jaO
waX〈豚〉（7ｗａＯ
ｗｉｘ〈上〉（７wiX）
wixteO〈植えてある〉（７Ｗi:te:0）
nd5iD〈出る〉（?､d5iZ0）
nd3exsa〈行ってある〉（M3exsa）
沖縄方言で一般的なグロタルストップが上
記語等でみられない。
1972年８月に概観を試みた。少し詳しく調査
したいと思いながら13年も過ぎてしまった。
今回の調査で明治生れの若干名の男性にま
ず当たって，その言語が沖縄共通方言化され
ているのに驚きを禁じ得なかった。以前の調
査は大正末期の女性からの調査ではあった
が，いろいろと興味ある現象があった。短期
間にこんなにも変わってしまうものかと思
い，ともかく明治生まれの女醐性を探した。探
しあく゛ねて，これでおしまいにしようと思っ
て訪ねたのが仲本ツネさんだった。ツネさん
にお会いしなければ，この報告書は出来な
かったに違いないだろうから，本当に有難
かった。
前の調査のときも今度の場合も，沢山の漢
那の人から「漢那の方言はきたない」という
のを聞いた。自分自身の言葉をこのように決
めつけるのは，とても珍しいことだ。この意
識が出てくる具体的な根拠は”上記音韻対応
のところで取り上げた現象のようなものなの
であろう。それにしても，この意識は漢那方
音声環境によりｒｕが:(a)になる例
｡a:sanu〈だるくて〉（rarusanu）
7aZhadzu〈あるはず〉（７aruhad3i）
２－４，ｒｉ→ｉ
７ａｉ〈あれ〉（7arD
tuiti〈凪れて〉（turiti）
kataijoX〈語れよ〉（katarijoO
d5ui〈どれ〉（d5uri）
uri→ui→WiZとなったもの
wi：〈それ〉（７uri）
１と２の結果
sa:saO〈美しい〉（tJurasaO）
saX〈顔〉（tJira）
という独特な形が出てきた。
３，Ｊi→su
suminnax〈させるか〉（Jimi:nnaX）
ｓｕｍｉｗａ〈させろ〉（JimireO
sumijaくさせよう〉（Jimira）
su9a2〈だが，接続助詞〉（Ji9a）
ko:isｕ〈買うの〉（koXiJi）
k?wexsutu〈食うのと〉（kwaiJitu）
ma9isasu〈大きいの〉（ma9isaJi）
準連体形につく接尾辞ｓｕはnaiJija〈出来る
のは〉のようにＪｉの場合もある。
４，ｔu→:，P
kuKから〉（kutu）
natak7uX〈なったから〉（natakutu）
mixtaku〈思ったから〉（umutakutu）
ｓｕ:ｋｕ〈するから〉（sukutu）
５，，u一つP
mu〈物〉（munu）
ｍｕ〈のに。接続助詞〉（munnu）
６，ｂｕ→P
kwexsanu〈食いたくて〉（kwaibusanu）
７，Ｐ音
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言にとって悲しいことに違いない。おじいさ
ん達の言葉が中南部方言化されて来ているよ
うに，他の地域より消滅のスピードを早める
だろうからである。戦争のときは中南部の避
難民が入りこんで来て，漢那部落の人は見え
ないくらいだったというツネざんの話も印象
に残っている。短期間のことだから言語変化
の直接要因にはならないだろうが，他地域と
比較することになったのだから，これも遠因
にはなっているのかもしれない。
次にいくらかの単語をあげておく。文例の
中に出ているものと重複する場合もある。
７innu犬
？uのuttJu大人
umbe：からむし。山羊のよく食う草
jeXjaX鎌。最近は？iranaという
o:ｒｕ黄色。熟れたパパイヤの実の色もｏ:ru
ka:d5u頭。髪。多くの方言でkarad5iとは
髪のことであって頭は指さない。「東風の吹
けばみからづの痛みゆりざんか珍しややだ
ぬもならぬ」という琉歌があるから昔は
karad3iで頭も表したことになる。漢那の例
は古い用法である。
gani蟹
kamadax平民の童名
kamade：士族の童名
kamaduX〃
ki2毛
kundaZこらむ
kubuJimiコブシメ
9extaバッタ
max9e:ｔａトノサマバッタ
kweD食べる。今はｋａｍｕＤというようであ
る。
tJax9iwa召し上がれ
Ｓａｘ顔。面の変化した形
SaxsaＯ美しい
JiZm
Jix乳
tJiXnukubi乳首
JiXba牙
JikiD水に浸ける
Jigutud3o:dzu仕事上手
JiJix肉
JiD着る
su:tJimaX昔の文字。スーチューマーのこ
と
?a:he:waX母豚
uXwa2おす豚
,attJaXwa2種豚
ａｉあれ
kwi：これ
ake:d3uXとんぼ
apobuオニヤンマ
?asasaX蝉（総称）
maxtJuX7asasaxジーといって鳴く蝉
?a①iruあひる
７ａｍｍａｘお母さん
suzお父さん
7iXbi指
７un7iXbi親指
tJusaJi7i2bi人差し指
naka?ixbi中指
、a:Ji:ｂｉ薬指
？i:biO9waX小指
(?)iki9a男
(？)ina9u女
７itJa烏賊
７itJikuta2従兄弟達
７ibi海のえび。田のえびはtanaqaxとna9axという
－７３－
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oXd5htJa目白
ｋ７ｗａ:d3i:tJaセッカ
この種の小鳥をd5i:tJaとして取らえてい
ることになる。
Ji:kｕひよどり
ku:kau赤しようびん。昔は庭先にまで飛ん
で来たという。この鳥が鳴くと海の小魚が
ちるとのこと
tJusutJi-か月
tasutJi二か月
misutJi三か月
jusutJi囚か月
９itsusutJi五か月
musutJi六か月
nanasutJi七か月
jaxsutJi八か月
d5o：門
tJoxJi-食
､a、あなた
naxJinaｘあなたがた
nitJi：熱
nid5ix右
cid3ai左
nihe:e:tasaXありがとうよ（同等，目下）
niheXexbitanro：ありがとうございましたよ
（目上)。誰の子かという場合。小さい子
はtaXkwaXjeDgaというが，大きい子の場
合はtaZjantJu:jeO9aという。後者は敬意
があるらしい。
､into:ｔ７ａＯ寝ていた
numiuX飲んでいる
tJaX9iux召し上がっている
haXberu蝶
haxmezおばあさん
pu:me：おじいさん（平民）
su:D来る
sukaju9使う
susu煤
sudasa、涼しい
subi尻。つく
suhatJi9a:ｓａツワブキ
ｓｕｍｉ爪
sunJi膝。
Jensｕ三味線
JensuCikid5o:dzux三味線弾き上手
takuX蛸
tiz手
timbja：掌
tu:saＵ遠い
tui鶏
tu99weX鍬
tixsu一つ
ta:sｕ一つ
、i:tJu二つ
ju:tJu四つ
?itJutJuX五つ
、u:tJu六つ
nanatJu：七つ
jaZtJu八つ
kukunutJuX九つ
tu：十
tJax茶
ｔＪａｍｕｋｗｉ:tJu茶うけ
sakinukwiXtJu酒の肴
tJanbo:(tJahoとも）一日中畑で働くこと。
この場合のboxは畑のことという
tJaOした。やった
tJikasaO近い
tJiO9aX井戸
dshtJa雀
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?usumeXおじいさん（士族）
hataki畑。大小，場所にかかわらず，総て
そういう
Cisa足
cid5iひげ
Ciramakimunu：なまけ者
のuduma9i：背の高い者
Ｃａ：農具のへら
maXsaOおいしい
、Ｏ生える
mitJi道
mid3u水
mihaki朝食
JitimitimuO昼食
juba9夕食
、u：いも
jamamuX山いも
taxmuX田いも
sunnuku八つ頭
ｍｅ:bitJisuO結婚する
jaX君，お前
，iZ君ら。お前ら。宜野座の方では？i9aruX
というとのこと
ja:su9やる
ja:d3ibaXヤモリ
kiJid5okkweX木登りトカゲ。キセルのやlこ
を食わして遊んだのでこういう名称らしい
d3und5ummikakiアオカナヘビ
anrakwe:boxd5aZトカゲ
ruJi友
wanu私
wanaja：私達
７wizrikisa、おもしろい
nXna貝
nd5u尾
７uJinund5u牛の尾
７innund5u犬の尾
助詞を伴わない文例
?a9ahe:kunaXtJeXuZ
かくも早く来てある
７a9ahe:kuna:tJexD
かくも早く来てある
７antJi7waXbai9utujumunuk,utJi
かくも余計な事言う口
kweXsanu①uJi9araU
食いたくてたまらない
nuXjaOkwi:ｊａｎｓｍｔａＯ
なんの力悶のしていた
Ci:sarue:ka:①ujｕ寒い間は冬
７anda:gix？a9iJinde:kwaXtinennatotaD
てんぶらあげ次第食ってなくなっていた
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